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「琴似空中歩廊」（以下「歩廊」）は、1989年、JR琴似駅

周辺エリアの再開発事業を機に、商業施設等の民間所有者

の連携によって建物２階部に設置された駅直結、総距離約

1kmのパブリックな通路空間である［図１］。2018年４月、

株式会社コーポレーション・ミヤ（札幌市西区）より北海

道科学大学に、「JR 琴似駅直結空中歩廊を元気にするプロ

ジェクト（第二期）」への協力要請があり、当地域デザイン

研究室が参画することになった。同年７月開催の第一回会

合は、札幌市立大学デザイン学部、千歳科学技術大学理工

学部も参加してプロジェクト内容が議論され、その後の検

討で、2018年度以降の具体的な実施内容は当研究室が企画

する『ことにウォールえほん』が採用された。第一期は2019

年10月、第二期は2020年10月に竣工している。 

先行の 2015 年度「JR 琴似駅直結空中歩廊を元気にする

プロジェクト（第一期）」において札幌市立大学により歩廊

マップが作成された際に、歩廊のランドマークとして「７

つの動物」［図２］が設定され、複雑な歩廊の連なりの交差

部に案内サインとして表示された。これら動物には空中に

かけて北海道にゆかりのある「飛ぶ動物」がセレクトされ

ている。2018年度の当研究室の提案は、歩廊のユーザータ

ーゲットを「保育園児と保育者」及び「未就学児と保護者」

として、これらランドマークの認知度を高めるため、歩廊

の各区間に棲む７つの動物の物語を壁絵本として描くこと

とした。テーマ動物のユニークさを伝えるためのシーン構

成を検討し、各動物をおおよそ実物大のサイズで描く。ま

た、動物の鳴き声や擬態語等を文字表記して、子どもたち

が音読して、あるいは、通行する人も黙読して楽しむこと

ができる。シーン間を歩き、読み手が自ら移動することで

物語が展開する。壁面が子どもたちにとって読み物になる

だけでなく、壁面の絵に触れて遊んで欲しいという想いか

ら、耐久性のある素材と施工方法を検討した。 

第一期の対象は「コトニ３・１ビル」の面する区間で、

「タンチョウ・ウォーク」と名付けた。タンチョウのヒナ

の成長とそれを見守る親鳥の物語を３シーンで構成した。

イラストは札幌在住のイラストレーター兼アニメーターの

ナカガワナオ氏との協働である。第二期の対象は「イトー

ヨーカドー琴似店」の面する区間で、「エトピリカ・ウォー

ク」と名付けた。エトピリカのヒナの成長物語を３シーン

で構成し、水陸空を巧みに移動したり、成長や季節で容姿

を変化させる不思議な特性を表した。イラストは二期連続、

ナカガワナオ氏との協働である［図３］。 

図１．琴似空中歩廊 

図２．歩廊のランドマーク・７つの飛ぶ動物 

図３．『ことにウォールえほん』第一期・第二期 

琴似空中歩廊ブランドアッププロジェクト『ことにウォールえほん はじまり はじまり』 

- 琴似エリアで過ごす未就学児のための通路空間の提案 
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北道科学大学の教職員を起点に学内外の人や企業等が連

携し地域活動等の取組みを行う「北海道科学大学組織横断

型活動推進プロジェクト（+PIT: Professional Innovation 

Team）」（2018年度開設）において、筆者代表の「手稲歩く

観光・教育研修ルート創造プロジェクト」が採択された。

当プロジェクトの目的は、下記①〜③をもって、主に本学

学生や地域住民にとっての、札幌市手稲エリアの地域資源

の認知度向上と、身近な地域を歩く滞在型観光及び歩く生

活習慣化への動機づけを誘発することである。 

① 手稲エリアの主要観光スポットと JR手稲駅・本学キャ

ンパスを含む片道約17kmの歩くルートの開発 

② ①ルートを利用した定例ウォーク等の教育研修プログ

ラムの考案と実践 

③ ①ルート上の地域資源を紹介する観光プロモーション

コンテンツの制作と配信 

 

上記①について、本学の立地は、手稲区の観光スポット

第１位「サッポロテイネ」（加森観光株式会社）のある「手

稲山（標高1,023m）」と、第２位「前田森林公園」（公益財

団法人札幌市公園緑化協会）を繋ぐ東西方向の一直線上に

位置しているが、直交方向を行く高速道路、幹線道路、JR

線、河川で分断され、スポット間の公共交通は不便であり、

地域一体の地域資源活用や保全活動は行われていない。し

たがって当プロジェクトでは、手稲山麓の民間登山道・自

然歩道と、市街地に整備されている緑道・都市公園という

歩く道の連なりを「RouteTEINE」と名付けて、このルート

上で行う大学主催の定例行事を小規模から実践する、いわ

ゆるプレイスメイキングを上記②として試みた。 

 大学生含む若年層は、散歩等運動や外出機会が多世代よ

り少なく健康意識も低い。防災教育で提言される帰宅困難

者にならないための約 20km を歩き続ける体力づくりにち

なみ、①ルートより私有地・社有地含む 20km コースを設

定して、手稲山の標高にかけた区公式記念日10月23日の

「手稲山の日」に『HUSpectacle-手稲行列-』というパレー

ドを企画運営する［図１］。エリア特産品のかぼちゃ「大浜

みやこ」と登山時や防災時に活用できるサバイバルシート

の国際救難色より発想を得たオレンジをテーマカラーに、

学生・教職員・地域住民ら参加者が、仮装ワークショップ、

仮装パレード、サバイバル講座に取り組む。また、パレー

ド後半は低山登山とはいえ本格的な登山体験となる手稲山

登頂を目指す。2019年度はプロジェクト関係者によるプレ

実施、2020年度はコロナ禍につき学内関係者による縮小版

実施［図２］となったが、2021年度以降は一般参加を募り、

手稲エリアの新・秋の風物詩になるような、参加者が手稲

エリア特有の場所に帰属する思い出を共有し得るような光

景（spectacle）づくりを行なっていきたい。 

図１．『HUSpecatacle-手稲行列-2020』フライヤー 

図２．『HUSpecatacle-手稲行列-2020』実施風景 

 

手稲歩く観光・教育研修ルート創造プロジェクト『HUSpectacle-手稲行列-』 

- 大学生と教職員と地域住民が大学拠点エリアの地域資源を巡り歩くアウトドアアクティビティの提案 
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